
長崎工業高等学校

工業 科目名 単位数 3

建築科 学　年 2 学年 履修区分 必修

建築構造設計（実教出版）

建築構造設計テキスト（実教出版）

建築標準問題集

１．科目の目的
　①　建築構造設計に関する基礎的な知識と技術を習得することをめざす。
　②　構造物を合理的に設計する能力と態度を身につけることをめざす。

２．授業の内容と進め方
　 本校では、講義のみの授業にならないように、教科書を理解させるだけでなく、実習科目と連携をとって
各種資格試験の取得にもつながる知識を習得させる。

３．学習する上での留意点
　 構造物の荷重や部材に生ずる力などの現象についても、実際的・体験的な学習を多く取り入れます。
各小単元ごとに小テストを行います。各学期に中間考査・学期末考査を実施します。

４．課題等について
  各課題ごとに、学習到達目標に達しない生徒は、補習を実施します。

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法
成績評価の方法
　（１）出席状況
　（２）授業の取り組み状況
　（３）授業ノートの内容
　（４）演習ノートの内容
　（５）定期考査
　（６）小テストなどにより総合的に判断する

評　　価　　規　　準

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

建築構造設計　　

評価の観点

技能

知識・理解

構造形式の支持方法に関心を持ち、考えようとする態度を持っているか。
部材にどのような力がかかっているかを求めようとする意欲・態度を持っているか。

実際の構造物をモデル化し、判断する能力を身につけているか。
荷重により、部材に生ずる力がどのように働くかを考えることができているか。

各種構造物をモデル化し、的確に表現し考えることができる能力を身につけているか。
部材に生ずる力を求めて、図として表すことができるようなっているか。

各種構造、荷重支持方法の組合せを理解し、反力を求めることができているか。
様々な条件でも部材に生ずる力を計算できる応用力を持っているか。

関心・意欲・態度

思考・判断・表現
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４

課題提出

質疑応答

問題集

ノート提出

一 ５

中間考査

学

６

期

７ 期末考査 期末考査

９

中間考査 中間考査

二 10

学

11

期

12 期末考査

（出欠、態度等
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２

学
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注意事項、設計例について理解ができる。

標準テスト

（出欠、態度等
により、総合的
に評価する）

部材の変形と応力について理解でき、基本的

的な計算ができる。

材料の特性や構造計算の方法やすすめ方

部材の応力について理解でき、基本的な

計算ができる。

部材に生ずる力の種類に応じて、垂直応力

度やせん断応力度、曲げ応力度を求めて、

使用部材について理解する。部材に生ずる
力に対応して色々なひずみが生ずることを理解

させ力と変形を踏まえて断面設計の必要性を

理解する。

学
期

月

各荷重ごとに外力と部材に生ずる力のつりあ

いの基本を理解する。

（３）　静定構造物の部材に生ずる力

　3.3　片持梁

評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

トラス部材には軸方向力のみ働くことを理解

させクレモナ図式解法と算式解法を理解する。

　3.5　静定トラス

(４)部材の性質と応力度

　4.1　構造材料の力学的性質

　3.4　静定ラーメン

中間考査

（５）部材の設計

　4.2　断面の性質

期末考査

　6.2　不静定梁

（６）部材の変形と応力

　6.1　はりの変形

期末考査

（７）鉄筋コンクリート構造

　7.1　鉄筋とコンクリート

　6.3　不静定構造物

標準テスト


